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	応用
	抗原情報
	背景
	PNCKは、タンパク質セリン/スレオニンキナーゼのカルシウム/カルモジュリン依存性タンパク質キナーゼファミリーのメンバーです（CAMK1、MIM 604998を参照）（Gardner et al.、2000 [PubMed 10673339]）。[OMIM提供、2008年3月]、触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質、酵素調節：Ca（2+）/カルモジュリンによって活性化、機能：カルシウム/カルモジュリン依存性タンパク質キナーゼは、カルシウムによって引き起こされるシグナル伝達カスケードに属すると考えられています。試験管内においてCREB1およびSYN1/シナプシンIをリン酸化します。CAMK1をリン酸化・活性化します。,PTM:CAMKK1によってリン酸化されます。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CAMK Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。CaMKサブファミリー。,類似性:1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,
	研究分野
	-
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	CaMK1-beta抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	LOVO細胞ライセートをH2O2 100μM 30分処理し、CaMK1-beta抗体を用いてウェスタンブロット解析を行った。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。

